
卒業式の様子 

 学校教育目標  ：  未来に向かい  豊かな心で  たくましく生きる生徒  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

札幌市立厚別北中学校 学校だより No.10 

令和８年３月 25日発行  

笑顔の挨拶 ―ATSU ⌣ KITA― 

学校長 

 
 令和７年度の１年間がいよいよ過ぎ去り、新年度を迎えようとする時期となりました。３
月１３日には先輩方の卒業式が行われましたが、皆さんには温かな式を創り上げてもらい大
変感謝しています。本当にありがとうございました。先輩方にとって思い出に残る式となっ
たと思いますし、皆さん方にとっても先輩の凛々しい姿を目に焼き付ける機会となったこと
と思います。 
 さて、もうすぐ皆さん方は進級を迎えます。新たな決意を胸に刻むタイミングとしてはぴ
ったりの時期となります。中学校生活最後の１年間となる新３年生には飛躍の１年間として
ほしいと思いますし、新２年生となる皆さんには、中堅学年として支え導く立場として活躍
する１年間としてほしいと思います。 
 ４月からは春の息吹を感じつつ活動的で開放的なスタートとなることでしょう。私たちが
生活していく上で、「気持ちのもちよう」は大きな影響を与えます。 
「病は気から」とも言うように、明るい気持ちをもつことは自分の健康維持にも役立ちま

すし、さらに他者との関わり、人間関係、コミュニケーションにもよい影響を与えます。 
 さわやかで明るい挨拶を交わすことはお互いのためにもなります。心の垣根が低くなって
話しやすくなったり、笑顔を見るとうれしくなったり元気が出たりします。大人も同じです。
先生方もそうだし、学校にいらっしゃるお客様もそうだし、保護者の方を含め家族もみんな
同じです。 
 本校には素晴らしい TPOという伝統と、ATSU ⌣ KITA（アツキタスマイル）というロゴマー
クがあります。TPO と挨拶は密接な関係を持ちます。時と場、状況や目的に合った挨拶を
考える必要があるからです。朝なのに「こんばんは」というのはおかしいですよね。挨拶は
社会生活を送る上でもとても大切なものですから、TPO を考えて挨拶を実践できることは
大事なことです。そしてその挨拶をぜひ笑顔で交わしましょう。ATSU ⌣ KITA（アツキタスマイ
ル）を笑顔の連鎖でどんどん広げていきましょう。 
 挨拶の言葉は一人の個人の発言でしかありませんが、その素晴らしい挨拶や明るくさわや
かな気持ちと笑顔は、どんどん広がってたくさんの人々に伝わっていくものです。自分のち
ょっとした心掛けが、多くの人たちに影響し役に立つとしたらこんなに素敵なことはありま
せん。 
 ４月、進級したクラスはクラス替えとなり、今とは違うクラスです。また、新入生もたく
さん入学してきます。お互いが気持ちよく新たなスタートを切っていくために、「初めまし
て、どうぞよろしく」の気持ちでお互いを迎えてみてください。「思いやり」「歩み寄り」の
気持ちを笑顔で確かめ合う絶好の機会としてほしく思います。 

〇部活動結果報告   サッカー部 

＜チャレンジリーグ（1年生）＞ 

・予選リーグ     ・決勝トーナメント 

対 幌東中（７－１）  １回戦 対 北白石中３rd（１－０） 

対 米里中（８－０）  準決勝 対 北白石中２rd（０－６） 

                                       ⇒ベスト４ 

 

＜トップリーグ（２年生）＞ 

・予選リーグ     ・決勝トーナメント 

対 幌東中（１－２）  １回戦 対 厚別中（２－０） 

対 米里中（１－２）  準決勝 対 米里中（５－２） 

           決 勝 対 北都中（４－２） 

                                        ⇒ 優 勝 

 



離任・退職される先生方・職員の方からの御挨拶 

この３月をもって厚別北中学校を離任・退職される先生方・職員の方からの御挨拶を紹介いたします。 

 

教頭   

教頭として本校に二年間勤務する中で、子どもたちと

は日常生活や学校行事、中体連の応援を通して心温まる

交流をもち、思い出を作ることができました。また、PTA

事務局の皆様をはじめ、PTA会員、町内会や地域の皆様

とのつながりにも恵まれ、深く感謝しております。厚別

北中学校が「場に応じた適切な振る舞い」、いわゆる TPO

を大切にする伝統を守りながら、今後もさらに発展され

ることを心より願っております。 

 

理科  

春に着任してから一年という短い期間でしたが、大

切な思い出が沢山できました。特に理科では２年３組

の皆さんとの楽しい授業を思い出します。２年生の皆

さんはこれから最上級生になりますのでますます活躍

してほしいと思います。１年生のみなさんは、いよい

よ先輩になります。さらに勉強に力を入れ３年と力を

合わせ部活や学校行事などで一生懸命頑張り、今以上

に充実した中学校生活を歩んで下さい。また自分の目

標や興味関心のある事を更に深めよう。保護者の皆様

にお世話になりました。ありがとうございました。益々

の御活躍をお祈り申し上げます。 

英語科  

このたび本校を離れることとなりました。２年生の担

任として、生徒たちと笑ったり悩んだりしながら過ごし

た日々は、私にとってかけがえのない時間でした。英語

の授業やサッカー部の活動を通して、子どもたちが仲間

と支え合いながら成長していく姿を見ることができ、と

ても嬉しく思っています。そして、保護者の皆様、地域

の皆様には、日頃より温かく支えていただき心より感謝

申し上げます。今後も教員として子どもたちの成長を支

えていきたいと思います。ありがとうございました。 

英語科  

厚別北中学校で、６年間大変お世話になりました。

赴任当初、コロナウイルス感染症による緊急事態宣言

が発出されていましたが、この６年間で様々な行事が

できるようになり、生徒たちと一緒に学びながら、多

くのことを経験し、思い出に残る６年間を過ごすこと

ができました。授業で関わってきた１，２年の生徒の

皆さんと、これから共に学ぶことができないことはと

ても残念ですが、陰ながら皆さんの成長を応援してい

ます。保護者の皆様、様々な場面で温かく見守り、支

えていただきありがとうございました。 

技術・家庭科  

10 年間の長きに渡り、大変お世話になりました。担

任をさせていただいた時も、温かく支えていただきまし

た。また、家庭分野の課題を出した時に「とてもいい課

題だ」「この宿題をきっかけに子どもが自分から手伝い

をしてくれるようになった」などコメントをいただきま

した。保護者の皆様をはじめとして御家族や、地域の皆

様には、本当にお世話になりました。ありがとうござい

ました。これからも皆様の健康とご多幸をお祈り申しあ

げます。 

特別支援  

厚別北中学校は、生徒たちの心の優しさがあふれる

温かい学校でした。その笑顔や、さまざまなことに挑

戦する姿から、たくさんの力をもらいました。生徒た

ちとの出会いを通して多くのことを学ばせていただ

き、それらは私にとってかけがえのない財産となりま

した。来年度も、一人ひとりが自分の可能性を十分に

発揮し、さらに成長していくことを願っています。地

域の皆様、保護者の皆様に支えていただき、心より感

謝申し上げます。 

栄養教諭  

栄養教諭として長く勤めて参りましたが、この３月で

任期満了となりました。厚別北中学校での４年間は、明

るく優しい生徒達の笑顔に支えられながら、毎日楽しく

給食を作ることができました。給食時間に教室を回り、

おいしそうに食べている様子を見て歩くのも大好きで

した。保護者の皆さまにも大変お世話になり感謝の気持

ちで一杯です。厚別北中学校で最後を迎えることができ

たことを心から嬉しく幸せに思います。今まで本当にあ

りがとうございました。 

用務員  

 用務員としての新人研修を経て、厚別北小学校より赴任し、５年間

本校で勤務しました。私も本校の卒業生であり、懐かしい気持ちと用務

員として初めての独り立ちという緊張や不安、色々な思いを抱えながら

の５年間でした。私が中学生だった頃の本校の印象は、部活動が盛んで

合唱が素晴らしい学校でした。放課後の生徒達が部活動に励む姿や、卒

業式では在校生と卒業生の思いが込められた合唱を聴いて、厚別北中学

校の伝統は今もしっかりと受け継がれていると感じました。生徒達とす

れ違うと、私が挨拶をするよりも先に、明るく元気に挨拶してくれてと

ても気持ちよく仕事ができました。この度、厚別東小学校への転勤が決

まりました。本校での経験を活かし、次の学校でも頑張りたいと思いま

す。５年間、本当にお世話になりました。 

＜他に離任される先生・職員の方＞ 

時間講師：1名    拠点校用務員：1名    相談支援パートナー：1名 


